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　ＪＲ東日本の第３四半期決算が１月３１日に発表さ
れました。連結決算では、コロナ禍からの回復で運輸
事業が大幅に増えた事などから２期連続の増収とな
り、３期ぶりに黒字転換した事が伝えられています。
　昨年と比較すると純利益は、△８３７億円の赤字か
ら１,５６３億円増の７２５億円の黒字となっています。

　国労が取り組んでいる賃金実態アンケートでは、「不
満」が６５．２%、「やや不満」が２０．３%と不満と思っ
ている社員が９割近くを占めています。昨年と比較す
ると「不満」と「やや不満」の回答が逆転しています。
黒不字化しても一時金が低額に抑えられていることへ
の不満。物価高により、生活がさらに厳しくなってい
ることが分かります。

　本社「社友会」が、各機関の「社友会」を代表して経営幹部へ要望し
たことがコミュニケーションボードに掲示されています。一時金などで
会社を高く評価してきた「社友会」でも、生活が苦しく不満の声が大き
くなっているということでしょう。
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